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【短報】

Abstract：Two female specimens of the endangered assassin bug Myiophanes tipulina Reuter, 1881 (Hemiptera: Heteroptera: 
Reduviidae) were found in the insect collection of Tokushima Prefecture donated by Mr. T. Minato and deposited in the Tokushima 
Prefectural Museum. These specimens were collected at “Tsuda”, Tokushima City in 1963. This represents the first specimen-based 
record of M. tipulina from Tokushima Prefecture.
Key words：assassin bug, endangered species, Insecta, Shikoku

はじめに

　ゴミアシナガサシガメ Myiophanes tipulina Reuter, 1881

（カメムシ目：カメムシ亜目：サシガメ科）は，体長

16–17 mm 程度の比較的大型のサシガメであり，中脚およ

び後脚が非常に細いため，一見するとガガンボ科（ハエ目）

の昆虫のように見える．体表には細かな毛が密生しており，

微細な塵をまとっていることが多い（矢野ら，2022）．

　本種は，中国・台湾・韓国・日本・オーストラリア（China, 

1926；Wygodzinsky, 1956，1966；石川・宮本，2012；石川，

2016；Wang & Rédei, 2022）に分布し，日本国内では本州・

伊豆諸島（三宅島）・佐渡島・四国・九州から記録されて

いる（石川，2016）．主に木造家屋とその周辺で採集され

ており，ススキに覆われた休耕田から得られた例もある

（矢野ら，2022）．広域的な分布域を示す一方で，近年にお

ける国内の採集記録は極めて乏しく，環境省レッドリス

ト 2020 では絶滅危惧 II 類（VU）に（環境省，2020），全

国各地の都道府県版レッドリストにおいて情報不足（DD）

～絶滅危惧 I 類（CR ＋ EN）に選定されており，大阪府で

は絶滅したとされている（大阪府，2014）．

　四国においては，香川県，高知県，愛媛県の 3 県で記録

があり，各県のレッドリストではそれぞれ情報不足（宇都

宮，2021），絶滅危惧 I 類（高井，2018），絶滅危惧 II 類（VU）

（菊原，2014）に選定されている．これらのうち愛媛県では，

2019 年から 2021 年にかけて複数の生体が相次いで発見さ

れ，その生態的知見が詳細に報告された（矢野ら，2022）．

一方，四国四県のうち，徳島県では本種の標本情報を伴う

記録は存在せず，唯一，昭和 50 年に勝浦郡で実施された

阿波学会総合学術調査の報告内にて，「勝浦川上・中流地

方の昆虫」の目録に種名が挙がっているのみである（平井・

敏鎌，1975）．また，本種は徳島県レッドリストには掲載

されていない（徳島県，2013）．

　筆者らは，徳島県立博物館収蔵庫内に保管されている「湊   

貴司氏寄贈標本（徳島県産昆虫類）」を整理していたところ，

ゴミアシナガサシガメの標本を 2 個体発見した．本報では，

徳島県において見過ごされていた本種の記録として，その

詳細を報告する．

標本について

　「湊　貴司氏寄贈標本（徳島県産昆虫類）」は，徳島市在

住の昆虫愛好家であった湊　貴司氏が 1960 年代に県内で

採集した標本群であり，コウチュウ目，チョウ目，カメム

シ目など 2,579 点（ドイツ箱 12 箱）を含む（Fig. 1A, B）．

採集地の多くは徳島市内であり，ラベルに BIZAN（眉山），

SHINHAMA（新浜），TSUDA（津田），BEACH，TSUDA（津

田海岸），TSUDAYAMA（津田山）などと表記されたもの

が多い．湊氏のご子息によって 1996 年 7 月 27 日に当館に

寄贈され，未登録の状態で当館収蔵庫に保管されていた．

2025 年 11 月 28 日受付，12 月 31 日受理．
徳島県立博物館，〒 770-8070 徳島県徳島市八万町向寺山 文化の森総合公園．Tokushima Prefectural Museum, Bunka-no-Mori Park, Hachiman-cho, 
Tokushima-shi, Tokushima 770-8070, Japan.

「湊　貴司氏寄贈標本（徳島県産昆虫類）」から発見された
ゴミアシナガサシガメの標本
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これらのうち，「半翅目」と表記された 1 箱の中に，ゴミ

アシナガサシガメ 2 点が収納されていた（Figs 1C–E, 2A, 

B）．完全な翅を有していることおよび腹部末端の形状か

ら，いずれの個体も雌成虫であると判別された（Figs. 1C, 

2A, B）．各個体のラベル情報は以下の通り．

1 雌（TKPM-I 13201）：18.VII.1963 TSUDA Coll. T. 

MINATO（Fig. 1C 矢印 1），

1 雌（TKPM-I 13227）：5.VII.1963 TSUDA-TOKUSHIMA 

Coll. T. MINATO（Figs. 1C 矢印 2; 2A, B）

考察

　両個体が採集されたと考えられる徳島市津田地区は，新

町川と勝浦川の河口域に挟まれた低地であり，標高 77.7 m

の独立丘である津田山を擁する（Fig. 3）．現在，津田地区

には西新浜町，新浜町，新浜本町，津田浜之町，津田西町，

津田本町，津田町，津田海岸町の 8 町が属している．前述

のとおり，湊氏のラベルにおいては，新浜，津田，津田海

岸，津田山などの地名が区別されていることから，本標本

の産地である「津田」は，津田地区の中でも津田本町から

Fig. 1.  A, Overview of the insect collection of Tokushima Prefecture donated by Mr. T. Minato. B, the label of the box where hemipteran specimens 
were deposited. C, the specimens of Myiophanes tipulina. Two specimens are distinguished by arrows with different numbers. D, the label of 
the specimen No. 1 (TKPM-I 13201). E, the label of the specimen No. 2 (TKPM-I 13227). 
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津田町にかけての市街地を指している可能性が高い．しか

しながら，両個体が採集された具体的な環境（屋外か屋内

か，屋内の場合は木造家屋か否か）については不明である．

　当時の津田地区の自然環境や昆虫類の生息状況を記録し

た資料は限られる．昭和初期の津田地区を描いた地図（徳

島市津田コミュニティ協議会，2012）によれば，当時，同

地区の大部分は農耕地であり，住宅地は北東部（現在の津

田本町および津田町北部）に集中していた．また，東部沿

岸域には広大な砂浜と松林が広がっていた．しかし，1960

～ 80 年代における木材工業団地の造成に伴い，同地域の

景観は大きく様変わりした．1957（昭和 32）年から 1968

（昭和 43）年にかけて津田地区を含む徳島市内で採集され

た地表性甲虫類のリスト（河野，1970）からも，当時の津

田地区における団地・宅地化が昆虫類に与えた影響がうか

がえる．

　1945 年の空襲により，津田地区を含む徳島市の家屋は，

その大部分が消失している（徳島市津田コミュニティ協議

会，2012）．したがって，1960 年代以降における津田地区や，

同じく激しい空襲を受けた香川県高松市（高木，2019）に

おける本種の記録は，戦火を免れた個体群が，高度経済

成長期中期頃までは平野部の住宅地にも広く分布していた

ことを示唆する．その後，高度経済成長期中期～後期にお

ける旧来の木造家屋から鉄骨造住宅への急速な転換によっ

て，急速に駆逐されていったと考えるのが妥当だろう．現

在，本種は徳島市街地では絶滅している可能性が高いが，

寺社や蔵などの建造物の中に死骸や脱皮殻などの痕跡が残

存している可能性もある．また，戦火や建て替えを免れた

建築物の中で個体群が維持され，生存し続けている可能性

も否定はできないため，今後さらなる調査が必要である．

　近年，本種が採集された環境としては，山間部の古い木

Fig. 2.  Female specimen of Myiophanes tipulina collected in “Tsuda”, Tokushima Prefecture in 1963 (specimen No. 2, TKPM-I 13227). A, lateral 
view. B, dorsal view. Scale bars: 5.0 mm. 
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造家屋内とその周辺（矢野ら，2022）山間部の古民家の納

屋（大松ら，2024），薄暗く湿った林内の農作業小屋やそ

の周辺の材置き場（渡辺ら，2025），山間部の神社境内（井

上・木原，2025）などが挙げられており，いずれも周囲を

森林に囲まれた古い木造建築物という点で共通している．

加えて，本種はクモ食性であることが示唆されており，上

記の記録においても，同所的にオオヒメグモやヤマウズグ

モ，ユウレイグモ類などのクモが確認されている．これら

のクモは徳島県内においてもありふれた種であり，山間部

の集落では普通にみられる（鈴木ら，2025）．したがって，

徳島県内でも同様の環境からの再発見が期待される．
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